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●表紙／原中学校を今年卒業した３年生
は「15歳の心」をテーマに詩とブロンズを
卒業記念で制作。代表に選んだ作品は笠
原実季さんの詩…空…と百瀬亜美さんの
“天に向かって昇っていく真っ直ぐじゃな
い階段”の形を表現したブロンズです。

●巻頭写真／保育所の卒園式では♪いつ
のまにかぼくたちはひとりであるいていた
よ　６ねんまえにうまれたこのいのち♪と
卒園児たちが歌い、中学校では、卒業生
代表の二村史彦君が“自分たちの後ろで
支えてくれている力があっても極力頼らず
自分の力で前進していきたい”と、各会場
で卒業への思いが述べられていましたー
春の空の下、ひとまわり大きくなったその
命、めいっぱい輝かせてください。

●巻頭
写真特集Graduation =memorial photos=

民
生
委
員
・
児
童
委
員【
任
期　

平
成
19
年
12
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    
〜
平
成
22
年
11
月
30
日
】

民生委員・児童委員の日５月12日は民生委員・児童委員の日
地域の身近な相談相手 民生委員・児童委員にご相談を

民生委員とは
民生委員法に基づき、社会福祉に熱意のある人が地域
の推薦を受け、厚生労働大臣から委嘱されています。
一定の区域を担当し、地域での生活上の問題、家族の
問題、高齢者・ 障害者・児童・ひとり親などあらゆる分
野の相談に応じ、助言や支援を行っています。

◆
具
体
的
な
活
動
◆

１
．
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
へ
の
声
か
け
・
安

否
確
認
な
ど
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

２
．
個
々
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
情

報
提
供
を
し
た
り
、
関
係
行
政
機
関
へ
連
絡
し
ま
す
。

３
．
行
政
機
関
が
証
明
す
る
こ
と
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、

調
査
可
能
な
事
実
関
係
に
限
り
、
調
査
書
・
意
見
書
を
発

行
し
ま
す
。

４
．
生
活
基
盤
の
不
安
定
な
低
所
得
世
帯
の
方
な
ど
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
資
金
の
貸
付
相
談
に
応
じ
ま

す
。

５
．
強
化
項
目
の
実
践
・
・
社
会
調
査
（
ア
ン
テ
ナ
的
役

割
）
、
相
談
（
世
話
的
役
割
）
、
情
報
提
供
（
告
示
板
的

役
割
）
、
連
絡
通
報
（
パ
イ
プ
的
役
割
）
、
調
整
（
潤
滑

油
的
役
割
）
、
生
活
支
援
（
支
援
的
役
割
）
、
意
見
具
申

 

（
代
弁
者
的
役
割
）

児童委員とは
民生委員は「児童委員」も
兼ねており、児童に関する
さまざまな事柄を把握し、
児童の健全育成のため主任
児童委員と協力し、地域活
動を行っています。

◆
具
体
的
な
活
動
◆

１
．
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
対

し
て
、
情
報
提
供
や
そ
の
他
の
支
援
、
助
言
を
行
い

ま
す
。

２
．
地
域
の
関
係
機
関
、
団
体
及
び
社
会
福
祉
施
設
等

の
関
係
者
と
の
連
携
や
協
力
を
行
い
ま
す
。

３
．
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
の
地
域
活
動
の
推

進
や
住
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
個
々
の
人
格
の
尊
重
や
秘
密
の
厳
守
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
７
９
ー
７
０
９
２　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

７
９
ー
７
０
９
３　

担　

当　

地　

区

大　

久　

保

柳
沢
（
公
民
館
上
）
、
農
場

柳
沢
（
公
民
館
下
）

八
ッ
手
（
５
〜
８
常
会
）

八
ッ
手
（
１
〜
４
常
会
）

払
沢
（
10
〜
14
常
会
）

払
沢
（
５
〜
９
、
15
常
会
）

払
沢
（
１
〜
４
、
16
〜
19
常
会
）

柏
木
（
村
道
１
０
０
１
号
線
下
）

柏
木
（
村
道
１
０
０
１
号
線
上
）

菖　

蒲　

沢

室　

内

や　

つ　

が　

ね

南　

原　

・　

判　

之　

木

中
新
田
（
１
〜
６
、

20
、

22
常
会
）

中
新
田
（
７
〜
12
、
21
常
会
）

中
新
田
（
13
〜
19
常
会
）

上　

里
、
原　

山
（
西
）

ペ
ン
シ
ョ
ン
、
原
山
（
東
）

全　

村
（
主
任
児
童
委
員
）

全　

村
（
主
任
児
童
委
員
）

氏
　

名

永
田
安
一

清
水
久
人

清
水
美
枝
子

行
田
剛
久

武
田
太
加
毅

野
明
高
身

野
明
啓
子

田
中
三
代
子

上
島
章
宏

清
水
八
ツ
代

五
味
勇
吉

平
林
今
朝
二

長
田
敦
夫

藤
森
美
智

平
出
正
親

篠
原
堯
江

平
出
喜
久
美

小
林
智
博

川
岸
憲
子

松
林
た
か
子

篠
原
美
代
子

電
話
番
号

79‐

４
５
４
６

79‐

３
６
９
９

79‐
２
６
３
７

79‐
２
９
１
４

79‐

２
４
３
１

79‐

２
３
５
０

79‐

４
６
６
８

79‐

２
１
３
８

79‐

３
５
４
８

79‐

３
４
８
３

79‐

２
２
５
９

79‐

２
４
７
５

79‐

７
１
４
５

79‐

３
２
２
９

79‐

２
４
６
６

79‐

２
６
７
３

79‐

２
６
０
８

79‐

５
０
１
６

74‐

２
６
０
６

79‐

２
９
２
６

79‐

２
４
８
０

●新　任
篠原美代子さんへ
厚生労働大臣から
の民生委員の委嘱
状が伝達され、村
から原村福祉委員
の委嘱状が交付さ
れました。
任期は平成２０年４
月１日から平成２２
年１１月３０日です。
主任児童委員とし
て、全地区を担当し
ます。

～この春、こひつじ幼稚園では16名、原村保育所では57名、                     
原小学校では71名、原中学校では83名のみなさんがそれぞれ卒園、卒業しました～

 2008春

●
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平成２０年度施政方針

人も地域も輝く
　　緑豊かな原村

Vegetable Country

HARAMURA

「
村
内
に
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　

遊
び
声
が
満
ち
溢
れ
る
村
」―

平
成
20
年
度
施
政
方
針

　

小
さ
い
な
が
ら
も
特
徴
あ
る
村
づ
く
り
を
掲
げ
て
取
り
組

　

小
さ
い
な
が
ら
も
特
徴
あ
る
村
づ
く
り
を
掲
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
原
村
は
、
こ
の
と
こ
ろ
注
目
度
も
増
し
て
き
て
い
ま

ん
で
い
る
原
村
は
、
こ
の
と
こ
ろ
注
目
度
も
増
し
て
き
て
い
ま

す
。
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か

す
。
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か

な
原
村
」
を
謳
い
、
公
民
協
働
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
お

な
原
村
」
を
謳
い
、
公
民
協
働
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
実
は
着
々
と
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
実

り
ま
す
が
、
そ
の
実
は
着
々
と
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
実

に
喜
ば
し
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

に
喜
ば
し
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

昨
年
は
本
村
の
村
づ
く
り
が
新
聞
の
１
面
で
報
道
さ
れ
た

　

昨
年
は
本
村
の
村
づ
く
り
が
新
聞
の
１
面
で
報
道
さ
れ
た

り
、
新
年
の
社
説
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
て
注
目
さ
れ
て

り
、
新
年
の
社
説
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
い
方
が
き
め
細
か
く
良
い
自
治
が
出
来
る
と

い
ま
す
。
小
さ
い
方
が
き
め
細
か
く
良
い
自
治
が
出
来
る
と

い
う
信
念
は
、
間
違
い
の
な
い
も
の
の
様
で
す
。
国
で
は
道
州

い
う
信
念
は
、
間
違
い
の
な
い
も
の
の
様
で
す
。
国
で
は
道
州

制
の
議
論
を
通
じ
て
更
な
る
合
併
を
進
め
よ
う
と
い
う
意
向

制
の
議
論
を
通
じ
て
更
な
る
合
併
を
進
め
よ
う
と
い
う
意
向

で
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
な
い
し
強
力
な
合
併
の
推
進
で

で
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
な
い
し
強
力
な
合
併
の
推
進
で

地
方
を
疲
弊
さ
せ
す
ぎ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
総
務

地
方
を
疲
弊
さ
せ
す
ぎ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
総
務

省
で
も
一
方
で
更
な
る
合
併
を
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
地

省
で
も
一
方
で
更
な
る
合
併
を
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
地

方
再
生
対
策
を
持
ち
出
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
揺
れ
動
い
て

方
再
生
対
策
を
持
ち
出
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
揺
れ
動
い
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
第

い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
第
2929
次
地
方
制

次
地
方
制

度
調
査
会
等
で
の
議
論
を
注
意
深
く
見
守
る
と
共
に
、
必
要

度
調
査
会
等
で
の
議
論
を
注
意
深
く
見
守
る
と
共
に
、
必
要

と
あ
ら
ば
地
方
の
声
を
国
に
届
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

と
あ
ら
ば
地
方
の
声
を
国
に
届
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

　

さ
て
地
方
交
付
税
制
度
は
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
国

　

さ
て
地
方
交
付
税
制
度
は
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
国

民
等
し
く
日
本
の
何
処
に
居
て
も
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

民
等
し
く
日
本
の
何
処
に
居
て
も
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

享
受
す
る
為
の
、
最
も
合
理
的
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま

享
受
す
る
為
の
、
最
も
合
理
的
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
国
民
が
平
等
に
国
の
富
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
る

り
国
民
が
平
等
に
国
の
富
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
る

訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
国
に
お
い
て
は
、
地
方
の
受
益
と
負
担
の

訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
国
に
お
い
て
は
、
地
方
の
受
益
と
負
担
の

関
係
を
明
確
に
し
、
地
方
が
自
ら
の
支
出
を
自
ら
の
権
限

関
係
を
明
確
に
し
、
地
方
が
自
ら
の
支
出
を
自
ら
の
権
限

と
責
任
、
財
源
で
賄
う
割
合
を
増
や
す
為
と
し
て
、
三
位
一
体

と
責
任
、
財
源
で
賄
う
割
合
を
増
や
す
為
と
し
て
、
三
位
一
体

の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
国
庫
補
助
負
担
金
を
約
４
・
７
兆

の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
国
庫
補
助
負
担
金
を
約
４
・
７
兆

円
削
減
し
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
約
３
兆
円
行
い
、
地
方

円
削
減
し
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
約
３
兆
円
行
い
、
地
方

交
付
税
を
約
５
・
１
兆
円
削
減
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
国
の

交
付
税
を
約
５
・
１
兆
円
削
減
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
国
の

厳
し
い
財
政
事
情
を
緩
和
し
、
地
方
は
自
ら
の
責
任
と
判
断

厳
し
い
財
政
事
情
を
緩
和
し
、
地
方
は
自
ら
の
責
任
と
判
断

で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
小
さ
な
政
府
が
実
現

で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
小
さ
な
政
府
が
実
現

で
き
る
と
し
た
の
で
す
。

で
き
る
と
し
た
の
で
す
。

　

平
成

　

平
成
1616
年
度
か
ら

年
度
か
ら
1818
年
度
で
実
に
６
・
８
兆
円
も
の
財
源

年
度
で
実
に
６
・
８
兆
円
も
の
財
源

が
減
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
地
方
の
責
任
と
判
断
と
言
っ
て
も

が
減
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
地
方
の
責
任
と
判
断
と
言
っ
て
も

程
度
を
超
え
て
い
ま
す
。
地
方
が
苦
し
く
な
り
、
疲
弊
す
る

程
度
を
超
え
て
い
ま
す
。
地
方
が
苦
し
く
な
り
、
疲
弊
す
る

の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
結
果
が
格
差
社
会
で
、
政
府
へ

の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
結
果
が
格
差
社
会
で
、
政
府
へ

の
不
信
が
募
り
ま
し
た
。
合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
結
果
は

の
不
信
が
募
り
ま
し
た
。
合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
結
果
は

大
し
て
変
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
人
々
の
憤

大
し
て
変
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
人
々
の
憤
𢡛𢡛
は
や
る
方
あ

は
や
る
方
あ

り
ま
せ
ん
。
私
が
合
併
問
題
を
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
そ

り
ま
せ
ん
。
私
が
合
併
問
題
を
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
原
村
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
ど
ん
な

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
原
村
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
ど
ん
な

崇
高
な
理
念
も
、
温
か
い
施
策
も
、
実
現
の
術
は
な
い
か
ら

崇
高
な
理
念
も
、
温
か
い
施
策
も
、
実
現
の
術
は
な
い
か
ら

で
す
。
合
併
問
題
は
ま
だ
ま
だ
村
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。

で
す
。
合
併
問
題
は
ま
だ
ま
だ
村
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

そ
う
い
う
訳
で
国
で
は
本
年
度
予
算
に
お
い
て
地
方
を
疲

　

そ
う
い
う
訳
で
国
で
は
本
年
度
予
算
に
お
い
て
地
方
を
疲

弊
さ
せ
す
ぎ
た
と
し
て
、
地
方
再
生
対
策
費
４
０
０
０
億
円

弊
さ
せ
す
ぎ
た
と
し
て
、
地
方
再
生
対
策
費
４
０
０
０
億
円

を
加
え
て
地
方
交
付
税

を
加
え
て
地
方
交
付
税
1515
兆
４
１
０
０
億
円
（
１
・
３
％
増
）

兆
４
１
０
０
億
円
（
１
・
３
％
増
）

と
な
り
、
地
方
財
政
規
模
は
６
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

と
な
り
、
地
方
財
政
規
模
は
６
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
で
地
方
交
付
税
が
下
げ
止
ま
り
に
な
る
か
は
、

し
か
し
こ
れ
で
地
方
交
付
税
が
下
げ
止
ま
り
に
な
る
か
は
、

依
然
注
意
深
く
見
守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本

依
然
注
意
深
く
見
守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本

年
度
の
原
村
一
般
会
計
予
算
は
、
地
方
交
付
税

年
度
の
原
村
一
般
会
計
予
算
は
、
地
方
交
付
税
1313
億億

１
０
０
０
万
円
（
０
・
８
％
増
）
を
含
み
、

１
０
０
０
万
円
（
０
・
８
％
増
）
を
含
み
、
3434
億
７
３
０
０
万

億
７
３
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
よ
り
１
億
１
５
０
０
万
円
の
３
・
４
％
増
で

円
と
な
り
、
前
年
よ
り
１
億
１
５
０
０
万
円
の
３
・
４
％
増
で

す
。
基
金
の
取
崩
し
を
３
億
６
０
０
０
万
円
余
見
込
ん
で
い

す
。
基
金
の
取
崩
し
を
３
億
６
０
０
０
万
円
余
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
取
崩
額
は
決
算
に
な
れ
ば
ず
っ
と
少
な
く
な
る

ま
す
。
こ
の
取
崩
額
は
決
算
に
な
れ
ば
ず
っ
と
少
な
く
な
る

の
が
通
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
基
金
頼
り
の
予
算

の
が
通
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
基
金
頼
り
の
予
算

編
成
か
ら
は
早
く
脱
却
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

編
成
か
ら
は
早
く
脱
却
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
時
代
は
財
政
硬
直
化
と
言
わ
れ
て
も
建
設
事
業

　

こ
う
い
う
時
代
は
財
政
硬
直
化
と
言
わ
れ
て
も
建
設
事
業

を
な
る
べ
く
減
ら
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
と
い
う
、

を
な
る
べ
く
減
ら
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
と
い
う
、

ソ
フ
ト
事
業
重
点
で
耐
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ソ
フ
ト
事
業
重
点
で
耐
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
医
療
費
の
無
料
化
は
老
人
、
乳

本
村
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
医
療
費
の
無
料
化
は
老
人
、
乳

幼
児
等
、
母
子
家
庭
等
、
重
度
心
身
障
害
者
、
世
帯
主
と
も

幼
児
等
、
母
子
家
庭
等
、
重
度
心
身
障
害
者
、
世
帯
主
と
も

従
来
通
り
続
け
て
行
き
ま
す
。
ま
た
新
し
く
始
ま
る
後
期
高

従
来
通
り
続
け
て
行
き
ま
す
。
ま
た
新
し
く
始
ま
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
も
行
い
ま
す
。
住
民
の
健
康
を
維
持
す
る
為

齢
者
医
療
制
度
も
行
い
ま
す
。
住
民
の
健
康
を
維
持
す
る
為

の
健
診
も
従
来
通
り
の
他
、
妊
婦
検
診
は
回
数
を
５
回
と

の
健
診
も
従
来
通
り
の
他
、
妊
婦
検
診
は
回
数
を
５
回
と

し
、
エ
コ
ー
も
取
り
入
れ
ま
す
。
国
保
に
課
さ
れ
る
特
定
健

し
、
エ
コ
ー
も
取
り
入
れ
ま
す
。
国
保
に
課
さ
れ
る
特
定
健

診
も
ぬ
か
り
な
く
行
っ
て
行
き
ま
す
。
健
康
長
寿
、
医
療
費

診
も
ぬ
か
り
な
く
行
っ
て
行
き
ま
す
。
健
康
長
寿
、
医
療
費

が
掛
ら
な
く
、
高
齢
者
就
業
率
全
国
一
の
村
を
維
持
し
た
い

が
掛
ら
な
く
、
高
齢
者
就
業
率
全
国
一
の
村
を
維
持
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
病

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
病

児
保
育
、
子
育
て
支
援
特
別
事
業
の
強
化
、
保
育
所
広
域
入

児
保
育
、
子
育
て
支
援
特
別
事
業
の
強
化
、
保
育
所
広
域
入

所
の
強
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
保
育
料
の
平
均

所
の
強
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
保
育
料
の
平
均
1616
％
軽
減
の

％
軽
減
の

他
、
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
料
化
も
続
け
ま
す
。
第

他
、
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
料
化
も
続
け
ま
す
。
第

３
子
以
降
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
と
か
く
の
批
判
も
あ
り
ま

３
子
以
降
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
と
か
く
の
批
判
も
あ
り
ま

す
が
、
第
３
子
以
降
を
育
て
る
人
は
第
１
子
、
第
２
子
を
育

す
が
、
第
３
子
以
降
を
育
て
る
人
は
第
１
子
、
第
２
子
を
育

て
て
か
ら
は
じ
め
て
第
３
子
以
降
に
行
く
訳
で
す
か
ら
、
ご

て
て
か
ら
は
じ
め
て
第
３
子
以
降
に
行
く
訳
で
す
か
ら
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
く
ら
い
の
温
か
み
は
村
政
に

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
く
ら
い
の
温
か
み
は
村
政
に

あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
育
所
の
未
満
児
棟

あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
育
所
の
未
満
児
棟

建
設
は
、
条
件
が
整
い
次
第
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
は
、
条
件
が
整
い
次
第
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

2121
世
紀
は
環
境
の
世
紀
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
二
酸

世
紀
は
環
境
の
世
紀
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
二
酸

化
炭
素
排
出
削
減
の
為
、
新
・
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

化
炭
素
排
出
削
減
の
為
、
新
・
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

推
進
と
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
も
推
進
し
て
行
き
ま

推
進
と
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
も
推
進
し
て
行
き
ま

す
。
農
林
業
や
商
工
業
で
も
現
在
の
施
策
を
進
め
る
と
共

す
。
農
林
業
や
商
工
業
で
も
現
在
の
施
策
を
進
め
る
と
共

に
、
セ
ロ
リ
ー
フ
ェ
ア
の
支
援
、
ま
た
一
の
瀬
汐
や
三
ヶ
村
汐

に
、
セ
ロ
リ
ー
フ
ェ
ア
の
支
援
、
ま
た
一
の
瀬
汐
や
三
ヶ
村
汐

改
修
の
採
択
の
準
備
も
進
め
ま
す
。
若
者
定
住
促
進
住
宅
補

改
修
の
採
択
の
準
備
も
進
め
ま
す
。
若
者
定
住
促
進
住
宅
補

助
に
は
昨
年
と
同
じ
１
０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
公

助
に
は
昨
年
と
同
じ
１
０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
公

民
協
働
の
村
づ
く
り
は
原
村
の
活
力
醸
成
の
点
で
大
き
な
力

民
協
働
の
村
づ
く
り
は
原
村
の
活
力
醸
成
の
点
で
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
の
更
な
る
発
展
を
期
し
ま
す
。
ま

と
な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
の
更
な
る
発
展
を
期
し
ま
す
。
ま

た
外
部
に
向
か
っ
て
の
本
村
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
の
為
、
法

た
外
部
に
向
か
っ
て
の
本
村
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
の
為
、
法

政
大
学
と
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
の
他
、
原
村
キ
ャ
ン
ペ
ー

政
大
学
と
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
の
他
、
原
村
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

ン
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

　

さ
て
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
普
通
建
設
事
業
は
合
計
３
億

　

さ
て
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
普
通
建
設
事
業
は
合
計
３
億

１
５
０
０
万
円
程
で
す
。
今
年
も
学
校
関
係
が
多
く
、
中
学

１
５
０
０
万
円
程
で
す
。
今
年
も
学
校
関
係
が
多
く
、
中
学

校
体
育
館
地
震
補
強
、
小
学
校
管
理
棟
地
震
補
強
、
中
学
校

校
体
育
館
地
震
補
強
、
小
学
校
管
理
棟
地
震
補
強
、
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
等
で
す
。
他
に
は
文
化
園
の
屋
根
改
修
を
２
ヶ

ト
イ
レ
改
修
等
で
す
。
他
に
は
文
化
園
の
屋
根
改
修
を
２
ヶ

年
に
分
け
て
行
う
他
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
ペ
ン

年
に
分
け
て
行
う
他
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
線
舗
装
の
や
り
直
し
と
村
道
舗
装
２
３
０
０
万
円
。

シ
ョ
ン
線
舗
装
の
や
り
直
し
と
村
道
舗
装
２
３
０
０
万
円
。

村
単
道
路
改
良
南
原
で
１
４
０
０
万
円
等
で
す
。
こ
の
他
詳

村
単
道
路
改
良
南
原
で
１
４
０
０
万
円
等
で
す
。
こ
の
他
詳

し
く
は
予
算
説
明
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

し
く
は
予
算
説
明
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

自
立
の
村
は
活
力
に
満
ち
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
立
の
村
は
活
力
に
満
ち
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
１
万
人
を
目
指
し
、
循
還
の
地
域
経
済
を
構
築
し
、「
子

人
口
１
万
人
を
目
指
し
、
循
還
の
地
域
経
済
を
構
築
し
、「
子

供
た
ち
の
遊
び
声
が
満
ち
溢
れ
る
村
」「
住
ん
で
み
た
い
村
、

供
た
ち
の
遊
び
声
が
満
ち
溢
れ
る
村
」「
住
ん
で
み
た
い
村
、

住
ん
で
良
か
っ
た
村
」
の
建
設
に
向
か
っ
て
、
今
年
度
も
皆
様

住
ん
で
良
か
っ
た
村
」
の
建
設
に
向
か
っ
て
、
今
年
度
も
皆
様

と
共
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻

と
共
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

                      
                      　

　
　

　
　
　

          
          　

　
　
　
　

原
村
長

　
　
　
　
　

原
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

澄

清
水　

澄

→→

　

小
さ
い
な
が
ら
も
特
徴
あ
る
村
づ
く
り
を
掲
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
原
村
は
、
こ
の
と
こ
ろ
注
目
度
も
増
し
て
き
て
い
ま

す
。
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か

な
原
村
」
を
謳
い
、
公
民
協
働
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
実
は
着
々
と
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
実

に
喜
ば
し
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

昨
年
は
本
村
の
村
づ
く
り
が
新
聞
の
１
面
で
報
道
さ
れ
た

り
、
新
年
の
社
説
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
い
方
が
き
め
細
か
く
良
い
自
治
が
出
来
る
と

い
う
信
念
は
、
間
違
い
の
な
い
も
の
の
様
で
す
。
国
で
は
道
州

制
の
議
論
を
通
じ
て
更
な
る
合
併
を
進
め
よ
う
と
い
う
意
向

で
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
な
い
し
強
力
な
合
併
の
推
進
で

地
方
を
疲
弊
さ
せ
す
ぎ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
総
務

省
で
も
一
方
で
更
な
る
合
併
を
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
地

方
再
生
対
策
を
持
ち
出
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
揺
れ
動
い
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
第
29
次
地
方
制

度
調
査
会
等
で
の
議
論
を
注
意
深
く
見
守
る
と
共
に
、
必
要

と
あ
ら
ば
地
方
の
声
を
国
に
届
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

さ
て
地
方
交
付
税
制
度
は
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
国

民
等
し
く
日
本
の
何
処
に
居
て
も
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

享
受
す
る
為
の
、
最
も
合
理
的
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
国
民
が
平
等
に
国
の
富
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
る

訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
国
に
お
い
て
は
、
地
方
の
受
益
と
負
担
の

関
係
を
明
確
に
し
、
地
方
が
自
ら
の
支
出
を
自
ら
の
権
限

と
責
任
、
財
源
で
賄
う
割
合
を
増
や
す
為
と
し
て
、
三
位
一
体

の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
国
庫
補
助
負
担
金
を
約
４
・
７
兆

円
削
減
し
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
約
３
兆
円
行
い
、
地
方

交
付
税
を
約
５
・
１
兆
円
削
減
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
国
の

厳
し
い
財
政
事
情
を
緩
和
し
、
地
方
は
自
ら
の
責
任
と
判
断

で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
小
さ
な
政
府
が
実
現

で
き
る
と
し
た
の
で
す
。

　

平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度
で
実
に
６
・
８
兆
円
も
の
財
源

が
減
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
地
方
の
責
任
と
判
断
と
言
っ
て
も

程
度
を
超
え
て
い
ま
す
。
地
方
が
苦
し
く
な
り
、
疲
弊
す
る

の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
結
果
が
格
差
社
会
で
、
政
府
へ

の
不
信
が
募
り
ま
し
た
。
合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
結
果
は

大
し
て
変
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
人
々
の
憤
𢡛
は
や
る
方
あ

り
ま
せ
ん
。
私
が
合
併
問
題
を
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
原
村
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
ど
ん
な

崇
高
な
理
念
も
、
温
か
い
施
策
も
、
実
現
の
術
は
な
い
か
ら

で
す
。
合
併
問
題
は
ま
だ
ま
だ
村
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

そ
う
い
う
訳
で
国
で
は
本
年
度
予
算
に
お
い
て
地
方
を
疲

弊
さ
せ
す
ぎ
た
と
し
て
、
地
方
再
生
対
策
費
４
０
０
０
億
円

を
加
え
て
地
方
交
付
税
15
兆
４
１
０
０
億
円
（
１
・
３
％
増
）

と
な
り
、
地
方
財
政
規
模
は
６
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
で
地
方
交
付
税
が
下
げ
止
ま
り
に
な
る
か
は
、

依
然
注
意
深
く
見
守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本

年
度
の
原
村
一
般
会
計
予
算
は
、
地
方
交
付
税
13
億

１
０
０
０
万
円
（
０
・
８
％
増
）
を
含
み
、
34
億
７
３
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
よ
り
１
億
１
５
０
０
万
円
の
３
・
４
％
増
で

す
。
基
金
の
取
崩
し
を
３
億
６
０
０
０
万
円
余
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
取
崩
額
は
決
算
に
な
れ
ば
ず
っ
と
少
な
く
な
る

の
が
通
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
基
金
頼
り
の
予
算

編
成
か
ら
は
早
く
脱
却
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
時
代
は
財
政
硬
直
化
と
言
わ
れ
て
も
建
設
事
業

を
な
る
べ
く
減
ら
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
と
い
う
、

ソ
フ
ト
事
業
重
点
で
耐
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
医
療
費
の
無
料
化
は
老
人
、
乳

幼
児
等
、
母
子
家
庭
等
、
重
度
心
身
障
害
者
、
世
帯
主
と
も

従
来
通
り
続
け
て
行
き
ま
す
。
ま
た
新
し
く
始
ま
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
も
行
い
ま
す
。
住
民
の
健
康
を
維
持
す
る
為

の
健
診
も
従
来
通
り
の
他
、
妊
婦
検
診
は
回
数
を
５
回
と

し
、
エ
コ
ー
も
取
り
入
れ
ま
す
。
国
保
に
課
さ
れ
る
特
定
健

診
も
ぬ
か
り
な
く
行
っ
て
行
き
ま
す
。
健
康
長
寿
、
医
療
費

が
掛
ら
な
く
、
高
齢
者
就
業
率
全
国
一
の
村
を
維
持
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
病

児
保
育
、
子
育
て
支
援
特
別
事
業
の
強
化
、
保
育
所
広
域
入

所
の
強
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
保
育
料
の
平
均
16
％
軽
減
の

他
、
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
料
化
も
続
け
ま
す
。
第

３
子
以
降
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
と
か
く
の
批
判
も
あ
り
ま

す
が
、
第
３
子
以
降
を
育
て
る
人
は
第
１
子
、
第
２
子
を
育

て
て
か
ら
は
じ
め
て
第
３
子
以
降
に
行
く
訳
で
す
か
ら
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
く
ら
い
の
温
か
み
は
村
政
に

あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
育
所
の
未
満
児
棟

建
設
は
、
条
件
が
整
い
次
第
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
二
酸

化
炭
素
排
出
削
減
の
為
、
新
・
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

推
進
と
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
も
推
進
し
て
行
き
ま

す
。
農
林
業
や
商
工
業
で
も
現
在
の
施
策
を
進
め
る
と
共

に
、
セ
ロ
リ
ー
フ
ェ
ア
の
支
援
、
ま
た
一
の
瀬
汐
や
三
ヶ
村
汐

改
修
の
採
択
の
準
備
も
進
め
ま
す
。
若
者
定
住
促
進
住
宅
補

助
に
は
昨
年
と
同
じ
１
０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
公

民
協
働
の
村
づ
く
り
は
原
村
の
活
力
醸
成
の
点
で
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
の
更
な
る
発
展
を
期
し
ま
す
。
ま

た
外
部
に
向
か
っ
て
の
本
村
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
の
為
、
法

政
大
学
と
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
の
他
、
原
村
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

　

さ
て
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
普
通
建
設
事
業
は
合
計
３
億

１
５
０
０
万
円
程
で
す
。
今
年
も
学
校
関
係
が
多
く
、
中
学

校
体
育
館
地
震
補
強
、
小
学
校
管
理
棟
地
震
補
強
、
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
等
で
す
。
他
に
は
文
化
園
の
屋
根
改
修
を
２
ヶ

年
に
分
け
て
行
う
他
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
線
舗
装
の
や
り
直
し
と
村
道
舗
装
２
３
０
０
万
円
。

村
単
道
路
改
良
南
原
で
１
４
０
０
万
円
等
で
す
。
こ
の
他
詳

し
く
は
予
算
説
明
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

自
立
の
村
は
活
力
に
満
ち
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
１
万
人
を
目
指
し
、
循
還
の
地
域
経
済
を
構
築
し
、「
子

供
た
ち
の
遊
び
声
が
満
ち
溢
れ
る
村
」「
住
ん
で
み
た
い
村
、

住
ん
で
良
か
っ
た
村
」
の
建
設
に
向
か
っ
て
、
今
年
度
も
皆
様

と
共
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

                      　
　
　

          　
　
　
　
　

原
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

澄

→
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予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」の
公
布
に
よ
り
、各
市
町
村
に
お
け
る
健
全
化
判
断

比
率
の
議
会
報
告
・
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
も
と
よ
り
公
営
企
業
や
第

三
セ
ク
タ
ー
等
に
お
け
る
健
全
財
政
、経
営
健
全
化
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
始
ま
っ
た
平
成
20
年
度
予
算
編
成
で
は
あ
り
ま
す
が
、可
能
な
限
り
歳
出
抑
制

を
図
り
つ
つ
、子
育
て
支
援
策
の
拡
充
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、教
育
環
境
に
つ
い
て
は
学
校
施
設
地
震
補

強
・
改
修
事
業
の
継
続
な
ど
、第
４
次
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

新年度予算のあらまし

■
一
般
会
計　

○
予
算
規
模

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
総
額
は
、土
木
費
や
民
生
費

の
伸
び
を
受
け
前
年
度
当
初
予
算
額

を
３
・
４
％
上
回
る
34
億
７
３
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入
の
状
況

　

歳
入
の
構
成
比
で
は
、本
年
度
も

地
方
交
付
税
が
37
・
７
％
と
最
も
大

き
く
、続
い
て
村
税
24
・
３
％
、以

下
、繰
入
金
、村
債
、繰
越
金
、県
支

出
金
、諸
収
入
、国
庫
支
出
金
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、最
も
増
加
し
た
科
目
は
繰

入
金
で
、歳
出
の
増
額
に
伴
う
財
源

不
足
に
対
応
す
る
た
め
財
政
調
整

基
金
・
減
債
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入

を
増
額
し
調
整
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
で
は
、特
別
枠
の

　
　
　
　
「
地
方
再
生
対
策
費
」の

創
設
に
伴
い
、国
の
地
方
財
政
計
画

で
は
対
前
年
度
比
１
・
３
％
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、投
資
的
経
費

や
事
業
費
補
正
の
減
少
、税
収
増
に

伴
う
基
準
財
政
収
入
額
の
増
額
な

ど
を
勘
案
し
、普
通
交
付
税
で
は
前

年
度
と
同
額
の
12
億
６
０
０
０
万
円
、

特
別
交
付
税
は
前
年
よ
り
25
・
０
％
増

の
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

村
税
で
は
、個
人
住
民
税
が
平

　
　
　
　

成
19
年
度
収
入
見
込
額

な
ど
を
踏
ま
え
８
・
０
％
増
の
３
億

３
４
９
７
万
円
、法
人
住
民
税
は

14
・
３
％
増
の
４
０
０
０
万
円
を
見

込
み
ま
し
た
。一
方
、固
定
資
産
税
に

つ
い
て
も
、新
増
築
家
屋
の
建
築
等
に

よ
り
２
・
０
％
増
の
４
億
１
８
６
５

万
円
を
見
込
ん
だ
こ
と
で
村
税
総
額

で
は
４
・
７
％
増
の
８
億
４
２
４
８

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
繰
入
金
は
、３
億
６
１
０
５

　
　
　
　

万
円
で
、内
訳
と
し
て
は
、

財
政
調
整
基
金
１
億
２
０
０
０
万

円
、減
債
基
金
１
億
２
０
０
０
万
円

の
ほ
か
、義
務
教
育
施
設
整
備
基
金

５
０
０
０
万
円
、農
業
振
興
基
金

３
５
０
０
万
円
、保
健
休
養
地
管
理

基
金
３
５
０
０
万
円
な
ど
を
繰
入

れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

村
債
で
は
、臨
時
財
政
対
策
債

　
　
　
　

が
１
億
１
２
０
０
万
円

と
最
も
多
く
、次
い
で
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
１
４
５
０
万
円
、

農
業
基
盤
整
備
事
業
債
９
８
０
万

円
、防
災
基
盤
整
備
事
業
債
７
４
０

万
円
と
な
り
、総
額
で
は
前
年
度
よ

り
９
・
４
％
減
の
１
億
４
３
７
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

※後期高齢者医療会計を、今年度新たに創設しました。

平成20年度一般会計は
３４億７３００万円

特集

新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か
な
原
村
」
に
向
け
て

その他の依存財源その他の依存財源

地方譲与税地方譲与税

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

村債村債

地方交付税地方交付税

その他の自主財源その他の自主財源

諸収入諸収入

繰越金繰越金

繰入金繰入金

村税村税

依存財源

自主財源

村税　8億4248万円
村民税、固定資産税など
村に納める税金

繰入金　3億6105万円
基金などを取り崩し、
歳入に充てるもの

繰越金　1億3500万円
前年度から今年度に
持ち越されたお金

諸収入　1億2480万円
村の預金の利子や貸付金
の元利収入など・分担金及び負担金

・使用料及び手数料
・財産収入

5128万円
2886万円
2629万円

その他の自主財源　1億643万円

国庫支出金　1億848万円
村の特定の仕事に対して
国から交付されるお金

県支出金　1億3306万円
村の特定の仕事に対して
県から交付されるお金

地方譲与税　9500万円
自動車重量税など本来
地方税に属される税金を
国が徴収し、
村に譲与されたお金

村債　1億4370万円
村が外部から調達した
資金（借金）

地方交付税　13億1000万円
行政サービスの一定水準の確保
のため、所得税などの国税の
一部が国より交付されるお金
　

・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金
・利子割交付金
・交通安全交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金

6000万円
4000万円
600万円
250万円
150万円
200万円
100万円

その他の依存財源　1億1300万円

一般会計の歳入

24.3%

10.4%

3.9%
3.6%

3.1%
37.7%

4.1%

3.8%
3.1%
2.7%
3.3%

34億7300万円
歳　入

自主財源（45.2％）
15億6976万円

依存財源（54.8％）
19億324万円

入湯税

たばこ税

軽自動車税

固定資産税

村民税（法人）

村民税（個人）

8億4248万円
村税の内訳

村民税（個人）
3億3497万円

入湯税
96万円（0.1%）

村民税（法人）
4000万円

固定資産税
4億1865万円

軽自動車税
2140万円（2.5%）

たばこ税
2650万円（3.1%）

会　計　名
一般会計
　　国民健康保険事業会計
　　国保直営診療施設会計
　　有線放送事業会計
　　農業者労働災害共済会計
　　老人保健会計
　　後期高齢者医療会計
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出

　　水道会計

　　下水道会計

20年度予算額
34億7300万円
7億9000万円
6900万円
3400万円
110万円
6550万円
6800万円

1億5078万円
1億4973万円

0円
4525万円

4億3393万円
3億3237万円

1千円
2億2040万円

19年度予算額
33億5800万円
7億1000万円
7000万円
3350万円
110万円

6億5360万円
0円

1億4926万円
1億4660万円

0円
4540万円

4億1848万円
3億4661万円
857万円

2億2491万円

対前年比
3.4％
11.3％
‒1.4％
1.5％
0.0％

‒90.0％
皆増　
1.0％
2.1％
ー  　
‒0.3％
3.7％
‒4.1％

‒100.0％
‒2.0％

特

別

会

計
　

企

業

会

計

―平成20年度のスタートです―
厳しい財政状況が続いてはいますが、必要な施策
を行うため、予算総額は前年比１億1500万円の増
額となりました。安全安心そして安定した地域社会
の確立のために、今年度も効果的に予算を執行して
いきます。
一般会計、特別会計、企業会計の予算（総額52億5
千万円）の内容を今月号で特集します。

39.8%

4.8%

49.7%

会計別予算額



新年度予算のあらまし

　

■
一
般
会
計　

歳
出
の
状
況

総
務
費
で
は
、地
域
イ
ン
ト
ラ

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
機
器
等
の
更
新
・

運
営
保
守
で
２
０
４
４
万
円
を
計

上
し
た
ほ
か
、住
民
行
政
シ
ス
テ
ム

の
更
改
・
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）整
備
で
１
８
６
８

万
円
、新
規
事
業
と
し
て
中
央
高
原

道
路
案
内
集
合
看
板
の
設
置

５
０
０
万
円
、役
場
庁
舎
耐
震
補
強

工
事
詳
細
設
計
委
託
４
２
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、公
営
企

業
金
融
公
庫
解
散
に
伴
う
公
庫
地

方
公
営
企
業
等
金
融
機
構
の
設
立

に
際
し
出
資
金
70
万
円
を
新
た
に

計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、後
期
高
齢
者
医

　
　
　
　

療
制
度
の
20
年
度
ス
タ
ー

ト
に
伴
い
広
域
連
合
負
担
金

６
１
０
８
万
円
、後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
繰
出
金
１
６
１
４
万
円

を
新
た
に
計
上
し
た
ほ
か
、社
会
福

祉
協
議
会
運
営
費
・
経
営
診
断
補
助

と
し
て
７
６
４
万
円
を
、介
護
予
防

事
業
と
し
て
特
定
高
齢
者
生
活
機

能
評
価
・
介
護
予
防
教
室
２
６
７
万

円
を
新
規
に
計
上
し
ま
し
た
。 

継
続

事
業
と
し
て
は
、介
護
保
険
広
域
連

合
負
担
金
７
１
２
０
万
円
、障
害
者

自
立
支
援
法
関
係
費
７
１
０
０
万

円
、
老
人
医
療
費
特
別
給
付
金 

７
１
０
０
万
円
、国
保
会
計
繰
出
金

６
２
８
３
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、19
年
度
に
お
い

　
　
　
　

て
債
務
負
担
行
為
を

行
っ
た
久
保
地
尾
根
墓
地
購
入

１
７
０
０
万
円
の
ほ
か
、継
続
分
と

し
て
、諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
負
担

金
９
２
７
４
万
円
（
ご
み
処
理

８
７
９
５
万
円
、斎
場
４
７
９
万

円
）、南
諏
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

７
６
２
６
万
円
、諏
訪
中
央
病
院
組

合
負
担
金
５
６
４
２
万
円
が
大
き

い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、ご

み
処
理
に
係
る
両
組
合
の
負
担
金
に

つ
い
て
は
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
林
業
費
で
は
、県
営
か
ん
が

　
　
　
　

い
排
水
事
業
新
規
採
択

概
要
書
作
成
４
０
０
万
円
を
新
規

に
計
上
し
た
ほ
か
、継
続
事
業
と
し

て
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
補

助
３
５
６
９
万
円
、県
営
田
園
空
間

整
備
事
業
１
１
８
１
万
円
、農
作
物

安
値
対
策
事
業
１
１
５
１
万
円
、土

地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事

業
９
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
費
で
は
、村
制
度
資
金
預

　
　
　
　

託
金
４
３
０
０
万
円
、

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
管
理
委
託

２
９
０
０
万
円
の
ほ
か
、新
規
事
業

と
し
て
、自
然
観
察
科
学
館
屋
根
改

修
工
事
３
６
３
０
万
円
、樅
の
木

荘
・
も
み
の
湯
温
泉
ろ
過
材
入
れ
替

え
・
循
環
配
管
洗
浄
委
託
２
６
９
万

円
、樅
の
木
荘
２
階
通
路
・
室
内
改

修
工
事
１
４
２
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、下
水
道
会
計
へ

　
　
　
　

の
負
担
金
及
び
補
助
金

と
し
て
総
額
３
億
２
５
０
０
万
円

を
、ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業（
道

路
整
備
）５
８
９
９
万
円
、村
単
道

路
改
良
事
業（
南
原
）１
５
０
０
万

円
、道
路
維
持
補
修
工
事
１
４
０
０

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

消
防
費
で
は
、常
備
消
防
に
係

　
　
　
　

る
広
域
連
合
負
担
金
１

億
２
２
６
２
万
円
の
ほ
か
、新
規
事

業
と
し
て
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
導
入
８
５
０
万
円
、住
宅
耐
震

改
修
事
業
２
４
０
万
円
、地
震
災
害

等
に
備
え
、避
難
場
所
案
内
板
の
設

置
、Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
整
備
費
用
を
計
上

し
ま
し
た
。

教
育
費
で

　
　
　
　

は
、学

校
関
係
と
し
て

平
成
19
年
度
実

施
の
小
学
校
特

別
教
室
棟
改
築

工
事
に
引
き
続

き
、中
学
校
体
育

館
の
地
震
補
強
・

改
修
工
事
及
び

管
理
業
務
費
用
５
５
５
５
万
円
を
、

小
学
校
管
理
棟
改
修
等
１
６
３
７

万
円
、中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

１
０
４
８
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、社
会
教
育
関
係
と
し
て
図
書

館
閉
架
書
庫
移
動
ラ
ッ
ク
増
設

５
４
８
万
円
、阿
久
遺
跡
針
葉
樹
伐

採
３
８
９
万
円
、美
術
館
耐
震
診
断

１
７
９
万
円
、中
央
公
民
館
耐
震
補

強
工
事
実
施
設
計
１
３
６
万
円
を

新
規
に
計
上
し
ま
し
た
。

科
目
別
の
構
成
比
で
は
、民
生

　
　
　
　

費
が
24
・
２
％
と
最
も
大

き
く
、以
下
、総
務
費
14
・
３
％
、土

木
費
13
・
７
％
、教
育
費
12
・
２
％
、

衛
生
費
10
・
１
％
、
公
債
費
９
・

１
％
、商
工
費
５
・
３
％
、農
林
業
費

４
・
９
％
、消
防
費
４
・
５
％
、議
会

費
１
・
７
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

その他その他
繰出金繰出金
物件費物件費
補助費等補助費等
普通建設事業費普通建設事業費
扶助費扶助費
公債費公債費
人件費人件費

予備費等予備費等
公債費公債費
教育費教育費
消防費消防費
土木費土木費
商工費商工費
農林業費農林業費 衛生費衛生費

民生費民生費
総務費総務費
議会費議会費

・総務管理費
・徴税費
・住民基本台帳費

4億1309万円
4947万円
2802万円

総務費　4億9555万円
役場の庁舎管理など
全般的な事務経費

・社会福祉費
・児童福祉費

5億6013万円
2億7994万円

民生費　8億4028万円
高齢者や障害者、児童の
ための福祉全般の経費

・保健衛生費
・清掃費

1億7143万円
1億7867万円

衛生費　3億5010万円
各種検診やごみ処理など
の経費

・農業費
・林業費　

1億6888万円
114万円

農林業費　1億7002万円
ほ場整備事業など
農業全般的な経費

議会費　6038万円
原村議会運営のための経費

・商工総務費、振興費
・観光費
・中央高原管理費

8717万円
636万円
9126万円

商工費　1億8479万円
商工業の振興や観光事業などの経費

・道路橋梁費
・下水道費

1億4598万円
3億2500万円

土木費　4億7426万円
道路・河川などを整備する経費

・小学校費
・中学校費
・社会教育費

4966万円
5782万円

1億3203万円

・常備消防費
・非常備消防費
・防災対策費

1億2262万円
1619万円
496万円

教育費　4億2381万円
小・中学校などの運営や
社会教育などの経費

公債費　3億1531万円
村が借りているお金を
返済するための経費

消防費　1億5650万円
消防・防災にかかる経費

0.1%
予備費等　200万円

1.7%

14.3%

24.2%

10.1%4.9%
5.3%

13.6%

4.5%

12.2%

9.1%

34億7300万円
歳出（科目別）

うう
いい
ああ

34億7300万円
歳出（性質別）

義務的経費（40.6％）
14億885万円

投資的経費（10.1％）
3億5051万円

その他経費（49.3％）
17億1364万円

人件費　8億1602万円
職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として
支払われる経費

公債費　3億1531万円
村が借りているお金を
返済するための経費

扶助費　2億7752万円
児童福祉法等に基づき
被扶助者に対し支給する
経費

普通建設事業費　3億5051万円
道路、橋梁、学校、庁舎の建設
事業に要する経費

・貸付金
・積立金
・維持補修費
・予備費
・投資及び出資金

5222万円
2856万円
2077万円
200万円
75万円

繰出金　1億7432万円
一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費

物件費　5億1879万円
消費的性質の経費

その他　1億430万円

補助費等　9億1623万円
各種団体や個人に支払われる
補助金、負担金などの経費

23.5%

9.1%

8.0%

10.1%

26.4%

14.9%

5.0%3.0%

地方公共団体が行う事業を目的別に分類するもので、
行政サービスの水準や行政上の特色などを知ることができます。

一般会計の歳出 性質別
地方公共団体の経費を性質別に分類するもので、
義務的経費、投資的経費、その他の経費に区分できます。
義務的経費は、人件費、扶助費、公債費で、
支出が義務づけられている経費です。
投資的経費は、道路や公共施設の建設といった行政水準の
向上にかかる経費で、普通建設事業費で構成されます。

般会計の歳出 科目別一

特集

新年度予算のあらまし

9 8



11 10

k
o

h
o

 H
A

R
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特　

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
情
報

村
づ
く
り
通
信

行
政
情
報

保
健
・
福
祉
の
掲
示
板

新年度予算のあらまし特集

人と文化を育む村づくり

●人づくり視察研修補助事業

●中学生海外ホームステイ事業

●一般コミュニティ助成事業（払沢区）

●おらほうの村づくり事業

●よいしょ祭補助

●30人規模学級拡大寄付金

●小中学校遠距離通学補助

●小学校管理棟地震補強・改修工事、監理業務

●中学校体育館地震補強・改修工事、監理業務

●中学校教室棟トイレ改修工事

●学童クラブ

●ＴＴ職員設置費

●ＡＥＴ派遣事業（費用弁償含）

●放課後子ども事業

●中央公民館耐震補強工事実施設計

●分館耐震補強工事補助金

●遺跡発掘調査費

●閉架書庫移動ラック増設

●阿久遺跡針葉樹伐採

●美術館耐震診断

130万円

334万円

230万円

225万円

270万円

183万円

210万円

1,637万円

5,555万円

1,048万円

535万円

310万円

410万円

384万円

136万円

300万円

1,103万円

548万円

389万円

179万円

人と自然を大切にした住みよい村づくり

●中央高原再生事業（道路案内集合看板）

●若者定住促進事業

●久保地尾根墓地整備事業

●合併浄化槽・排水処理施設補助

●アスベスト飛散防止対策事業

●資源物分別収集等処理委託料

●諏訪南行政組合負担金（ごみ処理）

●南諏衛生施設組合負担金

●道路維持補修工事

●建設資材支給事業

●道路除雪委託

●村単道路改良事業（南原）

●まちづくり交付金事業（道路整備）

●警鐘楼移転工事

●小型動力ポンプ付積載車（第２分団）

●住宅耐震改修事業

500万円

1,000万円

1,736万円

1,168万円

343万円

1,104万円

8,795万円

7,626万円

1,400万円

350万円

300万円

1,496万円

5,899万円

199万円

850万円

240万円

平成20年 度
主な事業金額は１万円未満を四捨五入

しています。●は新規事業です。

健康と幸せを誇れる福祉の村づくり

●生活サポート事業

●生きがいデイサービス事業

●障害者等共同作業訓練事業

●障害者自立支援法関係費

●身障者（児）補装具給付費

●重度身障福祉年金

●広域連合負担金（八ヶ岳寮）

●社会福祉協議会経営診断補助

●社会福祉協議会運営費補助

●世帯主医療特別給付

●重度心身障害者医療費特別給付

●高齢者等生活支援事業（福祉輸送サービス・生活援助等）

●老人保健施設「さくらの」施設整備補助

●老人施設入所措置費

●敬老年金（村単）

●老人医療費特別給付金（補助・単独）

●特定高齢者生活機能評価・介護予防教室

●介護保険関連　広域連合負担金

●後期高齢者医療広域連合負担金

●後期高齢者医療特別会計繰出金

●広域入所委託料

●児童手当給付事業（扶助費分）

●乳幼児等医療特別給付（補助・単独事業）

●子育てフォローアップ事業

●子育て支援特別事業

●諏訪中央病院組合負担金

●人間ドッグ補助

139万円

201万円

760万円

7,100万円

180万円

240万円

363万円

263万円

502万円

400万円

1,949万円

776万円

1,000万円

567万円

572万円

7,100万円

267万円

7,120万円

6,108万円

1,614万円

1,268万円

5,696万円

1,447万円

279万円

1,884万円

5,642万円

308万円

その他
●庁舎耐震補強工事詳細設計

●村有林森林整備事業（流域育成林整備）

●大学と連携した地域づくり事業

●地域イントラネット運営

●村内電話番号帳作成

●農業委員会委員選挙

420万円

430万円

204万円

2,044万円

82万円

264万円

●農作物安値対策事業

●強い園芸産地育成事業（業務用ホーレンソウ）

●中山間地域直接支払制度補助

●県営かんがい排水事業新規採択概要書作成

●県営田園空間整備事業

●県営中山間地域総合整備事業

●土地改良施設維持管理適正化事業

●農業基盤総合整備（国土保全特別対策事業）

●農地流動化補助（村単）

●制度資金保証料補給金

●樅の木荘・もみの湯温泉ろ過材入替・循環配管洗浄

●自然観察科学館屋根改修工事

1,151万円

250万円

3,569万円

400万円

1,181万円

865万円

904万円

518万円

350万円

760万円

269万円

3,630万円

環境と共生した活力のある村づくり

性
質
別
構
成
比
で
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
補
助
費
等
が
26
・

４
％
、次
い
で
人
件
費
が
23
・
５
％
、

物
件
費
14
・
９
％
、普
通
建
設
事
業

費
10
・
１
％
、公
債
費
９
・
１
％
、扶

助
費
８
・
０
％
、繰
出
金
５
・
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。歳
出
予
算
を
前
年

度
と
の
増
減
額
で
み
る
と
、増
額
分

１
億
１
５
０
０
万
円
の
う
ち
普
通

建
設
事
業
費
は
２
０
７
０
万
円
に

対
し
、補
助
費
等
の
６
３
８
９
万
円

を
筆
頭
に
人
件
費
、扶
助
費
が
大
幅

な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
経
常
的
な
経
費
で
あ

り
、中
長
期
的
に
健
全
財
政
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、行
財
政
改
革

を
更
に
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
特
別
会
計

　

平
成
20
年
度
会
計
別
予
算
額
は

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
前
年
度

と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。保
険

料
徴
収
業
務
な
ど
を
行
う「
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
」を
新
た
に
設

置
し
６
８
０
０
万
円
を
予
算
計
上

す
る
一
方
で
、新
制
度
移
行
に
よ
り

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
前
年
度

よ
り
90
％
減
の
６
５
５
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
に
つ
い
て
も
、後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
ほ
か
、退
職
者
医
療
制

度
、特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
に
よ
り
前
年
度
に
対
し
11
・

３
％
増
の
７
億
９
０
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。



　戸籍法や住民基本台帳法等が改正され
５月1日から戸籍や住所異動等の届け出のとき、
また、戸籍の謄（抄）本や住民票の写し等の交付請求
のときには、窓口に来られた方の本人確認が必要となります。

本人確認にご協力を！ 本人確認にご協力を！　★★本人確認に提示していただく書類★★
①
１枚で本人確認ができます。

②
２枚提示していただき確認し
ます。

　出生、死亡、婚姻、離婚、その他
身分に関する事実が発生したとき
や、法律上の身分関係が形成され
たり解消された場合は、届け出が義
務付けられています。
　届け出は、どこの市町村でもでき
ますが、本籍や住所のない市町村
に届け出ますと、確認事務等に時間
がかかりますので、基本的には、本
籍地か住所地の市町村役場に届け
出をお願いします。

１．戸籍の届け出
■　届出人とお持ちいただく物　■

※いずれの届け出も休日も受け付けますが、戸籍の異動に関連して発生する国
民年金・国民健康保険・児童手当等の手続きには、再度平日においでいただく
ようになります。また、別途必要書類がありますので、お問い合わせください。

　住民票には下記の事項が記載されています。
【世帯主名、氏名、生年月日、性別、世帯主との続柄、
          住民となった日、現住所、本籍、筆頭者、前住所地】
　転入・転出・転居・世帯主変更等は届け出が必要です。

２．住民基本台帳の届け出

■　届出人とお持ちいただく物　■

※いずれの届け出も、異動した日から１４日以内にお願いします。また、異動に
伴い、国民健康保険等の手続きが発生しますので、必要書類はお問い合わ
せください。

　戸籍謄（抄）本…本人及び直系の血族、配偶者、委任状を持参された方
　住民票の写し…本人及び同居の世帯員、委任状を持参された方

３．戸籍の謄（抄）本や住民票の写しをとることができる方

４．住民基本台帳カードの交付手数料が無料となります

　平成２０年４月１日から平成２３年３月３１日までの
間に行われる住基カードの交付に係る手数料は無料
となります。
　ご希望の方は、官公署が発行した証明書（健康保険
証、運転免許証等）と印鑑をお持ちの上、住民係窓口
で申請してください。カードの発行には、７日から１０
日ほどかかります。
　身分証明書の提示を求められる機会が多くなりま
す。運転免許証やパスポートをお持ちでない方は、ぜ
ひご利用ください。
　※注意…公的個人認証サービスの電子証明を行う
　　　　　方は、別途通信料が５００円かかります。

（住基カード）

毎週火曜日は、午後７時まで戸籍謄（抄）本等の各
種証明発行・印鑑登録の業務を行っています。どう
ぞ、ご利用ください。証明発行・印鑑登録ができな
い場合もありますので、お問い合わせください。

■問い合わせ先■
　住民財務課住民係　　☎７９－７９２７（直通）

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN
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海
上
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
艦
が
漁

船
と
衝
突
、
漁
船
は
真
二
つ
に
割
れ
、

乗
っ
て
い
た
父
子
は
行
方
不
明
と
な

り
、
死
亡
は
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

仲
間
の
漁
船
が
必
死
に
捜
索
す
る
様

子
は
仲
間
を
思
い
や
っ
て
哀
れ
で
し
た
。

　

一
体
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
が
起

こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。艦
橋
で
の
見

張
り
も
、
当
直
仕
官
へ
の
引
き
継
ぎ

も
、最
新
鋭
の
レ
ー
ダ
ー
も
、役
を
為

さ
な
か
っ
た
の
で
す
。で
す
か
ら
回

避
行
動
も
後
手
に
ま
わ
り
、
機
能
し

な
か
っ
た
の
で
す
。し
か
し
そ
れ
よ
り

も
何
よ
り
も
漁
船
が
多
く
な
る
海

域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
操
舵
の

ま
ま
突
っ
込
む
神
経
に
驚
き
ま
す
。

そ
こ
に
は
海
上
衝
突
予
防
法
の
規
定

は
あ
っ
て
な
い
に
等
し
く
、小
さ
い
方

が
避
け
ろ
と
ば
か
り
に
突
き
進
ん
だ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。完
全
に
綱

紀
が
た
る
ん
で
い
ま
し
た
。大
き
い

も
の
が
そ
の
力
で
ま
か
り
通
る
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
世
の
中
の
秩
序

も
平
和
も
発
展
も
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
と
か
く
大
き
い
も
の
の

方
が
価
値
が
あ
る
と
か
、
尊
い
と
す

る
考
え
方
が
世
の
常
で
す
。特
に
多

数
決
を
重
ん
じ
る
政
治
の
世
界
に
お

い
て
は
、多
数
と
か
大
き
い
と
か
い
う

こ
と
が
正
義
と
ま
で
思
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。果
し
て
本
当
に
そ
う
で
し
ょ

う
か
。多
数
決
は
物
ご
と
を
決
め
る

時
、
止
む
を
得
ず
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
法
で
す
。し
か
し
大
と
か

多
数
と
か
が
小
や
少
数
を
思
い
や
る

惻
隠
の
情
が
な
く
な
れ
ば
、
世
の
中

は
殺
伐
と
し
て
温
か
み
も
発
展
も
期

待
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
は
何
も
表
決

ば
か
り
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
世

の
中
総
て
に
お
い
て
言
え
る
の
で
す
。

　

第
29
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お

い
て
は
、
道
州
制
へ
の
議
論
を
す
る

と
し
て
い
ま
す
。道
州
制
と
言
え
ば

何
か
遠
い
所
の
話
の
様
な
気
が
し
ま

す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。道

州
制
に
す
る
為
に
県
は
な
く
し
、
全

国
を
３
０
０
の
基
礎
自
治
体
に
し
、

受
け
入
れ
な
い
所
は
窓
口
事
務
だ
け

の
特
例
団
体
に
し
て
し
ま
お
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。相
変
ら
ず
の
大

き
い
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
の
発
想
で

す
。自
治
に
は
手
ご
ろ
な
大
き
さ
が

あ
る
の
で
す
が
意
に
介
し
て
い
な
い

様
で
す
。自
治
体
は
大
き
く
な
れ
ば

な
る
程
自
治
へ
の
参
加
は
遠
の
き
、

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
が
進
ん
で
山

間
部
に
は
人
が
住
ま
な
く
な
り
ま

す
。ま
た
窓
口
事
務
だ
け
の
特
例
団

体
と
な
れ
ば
、
誇
り
も
自
治
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
議
会
も
認
め
ら
れ
ず
、

夢
も
希
望
も
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ち
ら

に
し
て
も
ダ
メ
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な

い
様
団
結
す
る
と
共
に
、
発
言
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

　
　
　
　
　

 

原
村
長　

清
水　

澄

 戸 籍　住民票

写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、パス
ポート、身体障害者手帳等

写真なし住民基本台帳カード、健康保険証、年金手
帳、公的年金証書、学生証、法人（国又は地方公共団
体を除く）が発行した身分証明書、国又は地方公共
団体の機関が発行した写真付き資格証明書
（①に掲げる書類を除く）等

そ
く  

い
ん

13 12

戸籍と住民票とは
戸籍とは、日本国民の親族的
な身分関係を登録・公証する
ことを目的としたものです。親
族的な身分とは、夫婦・親子・
兄弟姉妹その他の親族的な関
係をいいます。住民票とは、住
民の居住関係の公証で、選挙
人名簿の登録、その他住民に
関する事務処理の基礎データ
として使用されます。

届出の種類

出生

死亡

婚姻

離婚

届出人

親

同居の親族
等

本人

本人

持ち物

出生届・出生証明書・

母子手帳・印鑑

死亡届・死亡診断書・

印鑑・火葬場使用料（静

香苑５千円）

婚姻届・

戸籍謄本（届出市町村

に本籍がない場合）・印鑑

離婚届・

戸籍謄本（届出市町村

に本籍がない場合）・印鑑

届出期間

出生の日から１４日以内

死亡した日から７日以内

持ち物

前住所の転出証明書

・印鑑

印鑑

届出人

本人または同居の親族

本人または同居の親族

届出の種類

転入

転出・転居・

世帯主変更・

世帯合併・世帯分離

住民基本台帳カードとは
市町村が住民基本台帳法に基づき、
発行するＩＣカードです。

　このカードは、広域交付住民票の
交付や公的個人認証サービスの電
子証明等に利用できるほか、写真付
きのカードは、戸籍や住所異動等の
届け出、戸籍の謄（抄）本や住民票
の写し等の交付請求、印鑑登録、銀
行等での本人確認の公的証明として
利用できます。

△△村

□□□□年○月△△日まで有効
昭和＊＊年＊＊月＊＊日  性別女
住基　美智子
△△村 1番地

住民財務課　電話○○○‒△△△‒□□□□

生年月日

氏　　名

住　　所

連絡先
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